
　

第16期「矢祭子ども司書」講座
絵本教室「とよたかずひこさんおはなしかい」

令和６年6月12日（水） ９:10～1０：00

令和６年度から、矢祭子ども司書講座は1年生から6年生まで

の、全学年が受講することになりました。

記念すべき1・2年生 第1回目の講座は、「ももんちゃん」や

「わにのバルボンさん」シリーズなどの絵本をたくさん描いてい

る絵本作家・とよたかずひこ先生による、おはなしかいを実施し

ました。

「赤ちゃんに読んであげるつもりで絵本を考えてみよう」を

テーマに、とよた先生による大型紙芝居や絵本の読み聞かせを

楽しみました。





　４年生が子ども司書講座の一環として、福島民報さんによ
る新聞講座を受講しました。
　新聞が家に届くまでのビデオでは、記者さん以外にもグラ
フをつくる人や記事の配置を考える人がいることなどが分
かりました。また、新聞の読み方や見出しの役割について学
習しました。
　さらに、分かりやすい作文の書き方を学び、実際に「自分の
夢」「夏休みにやりたいこと」についてどちらかを選び作文を
書きました。結論から先に書き、説明を付け足していくとい
う習ったとおりの書き方で、作文を書くことができました。
読書感想文にも役立ててください！

第16期「矢祭子ども司書」講座
新聞活用講座（感想文の書き方）（４年生）

令和6年７月８日（月） ９:１５～1１:１0



令和6年９月12日（木）
10：25～11：10

児玉ひろ美先生のブックトークを、矢祭小学校４年生を対象
に開催しました。
ブックトークは、全部は読まず、スーパーの試食販売のように、
話を少しだけ、一番いい所だけをテーマにそって、何冊かの本
を紹介していく方法です。
今回のテーマは、「自分の羅針盤」絵本や小説、ノンフィクショ
ンの写真絵本など、幅広いジャンルの本を紹介いただき、紹介
された本を手に取り読む姿が見られるなど、今まで読んだこと
のない本との出会いを楽しみました。

矢祭子ども司書講座 【矢祭小学校4年生絵本教室】

JPIC読書アドバイザー 児玉ひろ美さん 「ブックトーク」

～ 自分の羅針盤 My own compass～



矢祭小５年生が参加しました。
絵本のめくる向きと物語の方向についての宮田先生からお話していただきました。
実際の絵本をめくりながら説明をしていただきました。子どもたちは「この絵はどちらを向いてい
る？」などの問いかけに答えながら、身を乗り出して興味深々に聞いていました。
アニメ映画を本の形にしたものやマンガと絵本を比較して、めくる向きと物語の方向性があるのは
絵本だけであるということが分かりました。
グループでの話し合いの際は、実際に絵本を読みながら絵本に親しんでいました。絵本の見方が代
わり、読むのがもっと楽しくなりましたね。

やまつりえほんフェスタ
「ひらく・めくる・もちかえる 不思議な絵本の世界」

令和6年１２月13日（金） 13:35～14:35



　６年生ビブリオバトルの決勝戦を行いました。白熱したクラ
ス予選を勝ち抜きチャンプ本に選ばれた代表６名が、６年生
の中のチャンプ本を決める決勝戦に参加しました。
　選ばれた代表の発表ということで、全員読んでみたいと思
わせられる素晴らしい発表でした。
　１冊を選ぶのはとても難しかったですが、全員で投票した
結果チャンプ本に選ばれたのは、
「５４字の物語　参　みんなでつくる　意味がわかるとゾクゾ
クする超短編小説」（編著：氏田雄介　絵：武田侑大）
　でした！

　「区立あたまのてっぺん小学校」
「まほうのほうせきばこ」

　　「ぼくのニセモノをつくるには」

「あるかしら書店」

「うちゅうでいちばん」

「５４字の物語　参　みんなでつくる　意味が
わかるとゾクゾクする超短編小説」

第16期「矢祭子ども司書」講座
ビブリオバトル④ 決勝戦（６年１組）

令和７年２月７日（金） 1２:４５～1３:３0



　矢祭小学校６年生が既定の講座を修了して、矢祭子ども司
書として認定されました。認定式では、児童一人ずつ名前を
呼ばれ、認定証や、読書推進リーダー証が代表児童に手渡さ
れました。
　町長や教育長から激励の言葉をいただき、子ども司書とし
て、家族や地域のみなさんに本や読書を広めていくことへの
意識が高まったと思います。
　また、チャンプ本、準チャンプ本に選ばれた二人がミニビブ
リオバトルを披露しました。
　今後は読書推進リーダーとして、読書のまち　やまつりを一
緒に盛り上げていきましょう！

第16期「矢祭子ども司書」講座 認定式

令和７年２月１９日（水） ９:00～９:４５


